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日砧中学校の教育
1 令和5年度 世田谷区教育ビジョン、本校の教育目標・重点目標

世田谷区教育ビジョン

（第2次）基本方針
1.地域とともに子どもを育てる教育

の推進

2これからの社会を生き抜く力の育成

3生涯を通じた学びの充実

「教育ビジョン」が目指す子ども像

0ひとの喜びを自分の喜びとし、 ひとの悲しみを自分の悲しみと

することのできる子ども

0生きることを深く愛し、 理想をもち、 自らを高めようとする志

をもっ子ども

O日本の美しい風土によって育まれ伝えられてきた日本の情操

や、 文化・伝統を大切にし継承する子ども

0深く考え、 自分を表現することができ、 多様な文化や言語の

国際社会で、 世界の人々と共に生きることのできる子ども

怖の学び舎｜教育目標『めあてに向かい 希望をもって やり とげる子ども』
豊かな知力の育成を学び舎における共通課題とし、 基礎・基本を確実に定着させ、 論理的に ・ 豊か

に考える力を培い、 論理的に ・ 豊かに表現する力を育成し主体的に学習する意欲を持たせていくこ

とを重点目標とする。

陣中学校｜学校教育目標『豊かな人間性の育成』
1.集団生活における責任感と自主性を養う
2.健康な心身の育成と勤労の喜びを培う
3.基礎学力の充実を図り、深く考える姿勢を育てる

0砧中学校教育目標達成のための教育理念
I 日々授業改善を行い、学習指導をより充実することで、基礎的・基本的な知識・

技能の習得やその活用力と探究力、体力の向上を図る。

H多様な体験活動の実践を通して、自己理解力と他者理解力を向上させ、地域社会
への参画意識を高め、広く社会に貢献しようとする態度を養う。

E多様性と包摂性を尊重した人権教育を進め、多様化・国際化が進む社会を協働し
て生きる考え方とスキルを身に付けさせる。
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2. 特色ある教育活動

。新しいキャリア教育を企画・推進中です。

。ICTを活用した確かな学力を育成します。

。英語力の向上に積極的に取り組んでいます。

。美しい日本語を砧中学校で学びます。

。生徒の人権を守り、 生徒の声を聞きます。

3. 在籍数と学級編成C R5.11.17現在〉

( 1 ）在籍鍛【（ 〉の中は特別支援学級の生徒数】

学年 1年 2年

合計 207 (12) 195 (1 3) 

(2）学級叡

学年 1年 2年

通常の学級 6 5 

特別支援学級 5 

回 教科等の編成、 日課表、 学校行事について

1 段業について

3年 言十

2 10 (12) 612 (37) 

3年 計

6 1 7 

5 

( 1）教科担任制です。 各教科についてはそれぞれ専門の教科担当の先生が指導します。

(2 ) 「算数」が「数学」に、 「図工」が「美術」と「技術」に蛮わります。

( 3) 「国語」には「書写」 （毛筆・硬筆〉がさまれます。

(4) 「保健体育」 （実技〉は原則として男女合同でクラスごとに授業を実施します。

(5) 「社会」は、 1 、 2年で「地理」「歴史」、 3年で「歴史」「公民」を学習します。
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2 各教科等の年間時間数について

国 社 数 理 畜 美 英

道科 科 総

科 三臼
豆ロ L>-Zコミ 学 手ヰ 楽 術 主ロ主ロ fコ' 

1年 i40 i05 i40 i05 45 45 i05 70 i40 35 35 20 30 i0i5 

2年 i40 i05 i05 i40 35 35 i05 70 i40 35 35 20 50 i0i5 

3年 i05 i40 i40 i40 35 35 i05 35 i40 35 35 20 50 i0i5 

3 日課表（令和4年度〉

月 火 水 木 金 主躍授業日

生徒登校 s:25 

朝読書騨習l s:25～8:35 

短学活 8 ・ 35～ 8 ・40

1校時 8 45～9 35 

2校時 9:45～iO 35 

3校時 i 0 ・45～i i ・ 35

4校時 1 1 : 45～12:35 

給食 12:45～13:05 

昼休み 13:05～13:30 

5校時 13:35～14:25 

6校時 14:35～15:25 14:35～ 15:25 

終学j舌 15.30～15.40 14 30～14 ・ 40 15:30～15:40 11 : 30～11 : 50
清掃 15 ・ 40～15 55 14:40～14 55 15:40～15 55

生徒下校 16:00 15:00 16:0 0 12: 00 

4 おもな学校行事 P1 5～P16の令和5年度 年間行事予定表をご確認ください。
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5 生徒省舌動
O本校生徒全員を会員とじます。
0生徒総会人将殿員会L謂義会、各種委員会（学級、宣言主図書下拐さ主保健色体育、給気環骨、選挙管

瑳委員会などを遇して、担当明記畳僻露軍刀ちとIζ出走が自主臨む舌動い学校生活自在上に努めていま
す。特別支援学級の生徒ち動Bします。

回中明性活の嶋（執のさまり〉 ※詳しく凪4月は捌司臨調。

1 登校・下校について
0学校¢船業民!f!'a�Iま8時25分です。
0 8時～8時23分の聞こ登校して敦室に入ります。
0欠席・遅劉島知際は8時10分までに華子「すぐーるl等で直接学校iこ連絡をお隠し1レまま
O 交通ルールを守り、徒歩で登校じます。寄り道せず、家の人と決ぜY/5.董を還ります。
0下関穀リ間以下のようになります。

一般出志乃下糊穀1
月・火・木・金曜日 … 16日玄水曜臼・15時、土曜日.. 1 2時

委員詣舌甑部舌動を行う生徒の下校鯖刻③惑星下糊載の
月 ・ 火・木・劃翠目… 188幸
水曜日 － 17時〈職員会議等で繍幾刀切らった湯割本2日課艶白舌後下校です・・最終18時う
主曜日については3時理由舌低下校です。⑤諜は1 8B'ff) 

2服装等
(1）標準服について
0 E醸について

・清潔できちんとじだ服弱志学校生活の第円歩という考えに基ヨパて、本校では標準械を探用しています。
．健康のためワイシャツの下司羽店着を着用してください。
・ソックス・ ベルトの舎は華婁でないものです。

閣目のめやず

冬
4月18～5月31日

1 0用1日～3月31日
ブレザー、スラックスまたはスカー ト、ワイシャツ

夏｜ 6用18～9用30日 1 スラックスまたはスカート、ワイシャツまた繍ポロシャツ｜

・衣替え¢懸布潮間庭設定レておりまぜん各自の判断官臆陸制醸ししています。
・塞k）ιさ艮セーター、力一ディガン、トレーナー、 ベスト C華美でないちの〕を上蓄の下に着用してくださ

し＇° （冬季期間取校内ではど差益ぬいで、セーター等で過ごすこともあります。〉
・冬のコー トlまEヨ三！？：上！？芝立21日三h .�-:lzヨ：：：：： l三1">2宝二！＿L'f.ュ＿_2：：（之Eゴ�三tJ..：：：：：？.主ど立宣L
※学校I己s，討コLん官民劫、どう力零えて着用するようま瀬いしています。
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（害調ポロシャツ》

・ワイシャツの色は、白またはサックスです。ま；定、 ワイシャツ・紺ポロシャツともにボタンタウン、 ワンポ
イントぎで守です。

(2）頭墨身だL.;.なみについて

O頭寝間青察こします。

0 §翻謹え、上履きはきちんと履きます。送金主眼主豆罰法［芸黄色のラインが入ったちの主Z

※ リボン、アクセサリー、シュシユなどは着用レて登校じないよう指導をしています。ご家庭でのご協力をお

願いし1たします。

(3）持ち物について

0所持品にlet..必古遣をさせてくださしL

0学償却受業に弔白蜜なものや必要以外の金銭及び貴重副司持ってこないよう！こしてください。

やむを得す持ってき出勇台本先生に預するようにしてくださしL

女学校指定のカバンはありません。（色目華美でないちのをま瀬いしています。リュック型、スクー）l,パッグ型

など両手力型くものカもすすめです。）

※携帯電話¢精ち込みばできません力1必要な揚合la:1国壬にご粗談くださしL

ご家庭のご協力を刻競いいたします。

(4）学習について

0学習口店震な道具の忘れ幼をl..,iないように、ご家居の協力をお願いいたレます。

O学習を進める上で、特i己主意してほしん1ことは以下ι遁りです。

一一一
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圧 入学までの準備

1 学校で指定レているちの 〔業者パンフレット参照〕
( 1 ) 標準服 ・ ・ ・ 「国中学校生活の崎」をご参照ください。
(2) 体育運動着・・・男女とも本校指定のジャ ー ジ ハ ー フパンツ 半袖シャツ
(3) 上履き（体育館履きと兼用〕・・・「かかとJ ｛，こ記名

新1年生 … 黄色 （新2年生 ・青色、 新3年生…緑色〉

2 学用昆について
各教科で必要な学用自は、入学後、各教科の授業で確認してからそろえてください。

3 教科書・副教材について
( 1 ) 教科書は、入学後に無償で配布いたします。
(2) 教科書以外に、問題集や参考資料、美術や技術・家庭の教材などの副教材を使用する

教科があります。副教材の費用は教材費として納入していただきます。

司 教材費等の集金について

学校の教育活動のために、ご家庭でご用意いただく費用は以下の通りです。
1 教材費

( 1 ) 主とレて、教科書以外に必要な部教材の購入にあてる費用です。
(2) 例年1年生は、年間40, 00 0月程度の金額になる予定です。
(3) 年3回〔6 ・ 7・9月〉に分けて、ゅうちょ銀行口座引き落としで集金します。
(4) ゅうちょ銀行の手続き書類につきましては、入学式で配布し1たします。

2 移動教室費 修学旅行費
( 1 ) 移動教室費 1年生で移動教室を実施します。費用は6. 50 0円程度の予定です。

教材費の一 部として集金しますが、実施時期が早い揚合は、現金徴収
することがあります。

(2) 修学旅行費 3年生で修学旅行を実施します。費用は65, 00 0円の予定です。

3 PT A会費

希望される万には、2年生より「積み立て」を行います。なお、
班行動での見学費やおみやげ代などは別です。

(1) PT Aは、広報、校外等の活動や学級ごとの会合を通し、保護者・教師・地域の連携
によって、生徒のよりよい学校生活を援助する活動を行っています。なお、令和2年度
より入会lま任意となっております。

(2）令和4年度は、入会した万仁限り年額2.000円を会費としてご協力いだだきました。
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アレルギー疾患等の対面について

砧中学校では、文部科学省の「学校のアレルギー疾患に対する取り組みガイド

ライン」および「世田谷区立小 － 中学校におけるアレルギー疾患への苅応のてび

き」に基づき、アレルギー疾患のある生徒に対する個別取り組みの検討を行いま

す。

つきましては、食物アレルギーやぜん患等、何らかのアレルギー疾患により学

校生活上で配慮が必要な生徒の保護者の方は、 下記の要領でお申し出ください。

1 対象

医師の診断により、 学校生活で配慮・管理が必要な生徒

2 提出書類

①「アレルギー苅応串出書」〔保護者作成〕

②「アレルギー対応調査表」（食物アレルギー、 気管支ぜん息がある揚合、 保

護者作成〕

③「学校生活管理指導表（アレルギー疾患用〉」（主治医作成〉

3 提出期限

令和6年 2月 1 58 （木〕まで

提出先ー養護教諭〈不在時lま職員室にいる教員へお渡しください〉

4 アレルギー面談について

ご提出いただきまレたら、 次のC 1 ）、（2）のアレルギー面談を行います。

C 1) 3月中

保護者の方と面談を行います。 4月初めから給食でのアレルギー対応

が必要な方は、 3月中に面談を実施レて対応内容を確認させていただき

ます。 4月の面談では、給食の開始に除去食の擢色虚聞巴金位ま虫色ので、

ご協力お願いし1たします。

(2) 入学式の日の午後

お子さま、 保護者、 管理職、 担任、 栄養士、 養護教諭でアレルギー面談

を実施し1たします。



5 苅応の流れ
( 1）医師の診断により、学校生活で配慮・管理が必要な揚合は、提出書類を

配布しますので、 学校ヘご連絡ください。
※「学校生活管理指導表」は、 毎年度、 提出が必要となります。 その際、医

療機関によっては文警料がかかる揚合がありますので、 ご了震くださ
い。また、作成に時聞がかかる場合がありますので、お早めにご準備く
ださい。

(2）提出書類を提出していただいた後、保護者の方と面談等を行い、アレル
ギーの状況をお聞きし、 対応力可能な範囲を確認します。

(3）食物アレルギーの場合は、校内でアレルギー対応委員会を開催レ、学校
としての対応内容を様討し、 決定します。

(4）決定した対応同容については、 保護者の方と面談の上説明します。
(5）事故妨止のため、対応内容について、校内で情報共有させていだだくこ

とをご理解くださいますようお顕いします。
(6）対応期間中で、医師の診断により対応内容に変更がある揚合は、速やか

に学校ヘご連絡ください。

6 食物アレルギーの苅応について
学校給食における食物アレルギー対応は、 上記「4 苅応の流れ」に沿

って、 児童生徒の安全性を最優先に者え実施いたします。 つきましては、
以下の同容をあらかじめご京知おきください。

( 1) 学校給食は大量調理を基本とした設備のため、 可能な範囲で除去食で
の対応を行います。 学校では、 原因食物を除いて調理した除去食の提供を
基本といたしますが、 提供が図難な場合は、 家庭から代替品の持参をお願
いすることがあります。 アレルギー原因食物が給食で提供される巳は、 家
庭でもお子様にお声がけいただきますようお願いいたします。

(2) 食物アレルギーをもっお子さんで、 少量であればアレルギー原因食物
を食べることができる場合でも、 その日の体調により発症する事例もあり
ます。 学校では児童生徒の安全を第一 に誓え、 原因食物を完全に除去する
（原因食物は学校では提供しない〉対応を基本としています。 例えば、 手LJフ
レルギー により「学校生活管理指導表」が提出された揚合は、 料理に使用
する乳・乳製昂と併せて、 パンや飲用牛乳及び乳飲料等全てが除去対象と
なります。 分量による対応 coo gまでなら食べること力可〉については
医師の指導のもと各家庭で行っていただきますようお願いします。

また、 原因食物が異なる生徒が複数いる場合、 取り遣いなどを防ぐた
め、 全員の原因食物を除去しだ一種類の除去食を提供することを基本とし
ています。

(3) 学校給食では、 「そぱ」「ピーナッツ」「生卵（マヨネーズを除く〉」は
使用しません。

(4) 欽用牛乳を際去レた揚合、 一食分代替昂（弁当〉を持参した揚合、 飲



用牛乳のみ提供した場合には、 年度末にそれぞれ給食費を調整〈返金処

理〉いたします。

給食費について令和5年度は無償化となりましたが、 令和6年度以降の

世田谷区とレての対応については様討中です。

(5) 対応内容は、 給食調理施設や対応する児童生徒の人数等、 学校の状況

を考慮し、 決定し1たします。 年度変わり等に状況が変化した場合、 同じ内

容で翌年継続対応できなくなることもあります。

(6〕 食物アレルギー苅応を解除する揚合は、 医師の指導のちと、 原因食物

について、 学校給食で提供する量を食べることが出来るかご確認くださ

い。 その結果、 解除の診断がおりましたら、「食物アレルギー苅応解除申

出書」を学校ヘ提出レてください。

なお、 医師の診断！こ関し、 全国の主要なアレルギー専門医療機関（食物

経口負荷試験実施施設一覧〉は、 食物アレルギー研究会のホームペー ジ

Ch社ps://www.foodallergyJp／）で検索することができます。

ア 乳糖不耐症のお子さま

アレルギーではなく、 乳糖不耐症の揚合、 診断書の提出をお願いし1たレま

す。

締切：令和6年2用1 5日（木〉



令手口5年度翌三重望者 ・ 地域連墾2三2一章表

部活動名｜額罵コーチ i 活動E
t黒田 月火式全土（ 8) 

建よ
元本

隼墨

主主主
太百

自中 火水金之〔日〉
チョン

野球 占JI] 出土日i丘、大会期間
中はどちらども活動し
主す。

穏山 己～9月 河木金
星野 （土8)

水泳 外部指導員 10～5 月月金

山口 水 一 金 E ネー（百）
チョン 日体育館

バレー
火...外線

ポール

三j書 男子ー 火金（土日トー
入江 体育舘

士子火水（土日〉

パスケット
”ー体育舘

男女木外線ポール
火金額縁

石中 月火木金土（百）
磯良

サッiJ- 宮E

主主

野島
男子火水金主（ 8) 

｜平百
斑朝練 ・ 本

硬式
水は男女陽道

テニス 君主谷
女子耳本木土〈日）

田中
水l:t男女関連

小津

北畑 月火木金〈土日〕
皐 （土田はどち句かのみ

卓球 の活動）
出大会前を徐〈

活 動 内 容 等

！盤上を通じて友好関係を広げ、体力南ょの
みでなく、ぁ、、さつやマナ を身につける。綾
曹は主にトラγク競技を中心i二行う。大会参
加をE指して練習に参加てきる人を暮集。

①野球が大好きな生徒
②挨拶ヰL犠感謝の気持ち等、人としての

成長も菖詣す生徒
③チー ムや神向を大切にL、一生懸命練習

に取リ組む生徒
①～③の生徒を募集します！
①シ ー ズン ・ オフシ ズンlこ関わLつず練習に

休まず参加し、大去に参加できる生徒を
募集。〈都大舎を徐〈大告は基平均に全
買が参加です）

②練習を還して挨拶やマナーを身につける

基礎練習から取り組み、初心者の入部も可
能です。技術た・けてザなく晶、、さつや礼儀など
生活面的向よもヨ指します。練習に休まず
参加し、真剣に取り経由る生徒を暮集します
。

① パスケットポ ルや体を動かすこと、走る
ことが好きで、綾習に意欲的に取っ組め
る生提。

②パスケットポールの技術はもちろん、札犠
や挨拶をしーっかりと身に付け、人として成
長しようと努カする生徒。

③「強いチ ーム」を臣指L、またそれ以ょに
礼儀 ー 挨拶を重んじ「愛されるチ ームJ を
つくるために頑張れる生徒。

③チ ームー仲間を大切にでヨる生徒。
仲間、試合桔手など相手を大切にする態
度を育てます。

サッカ ーの楽Lさを突 出j、サッカーの技術の
向上と精神琶の成長を図り、公式戦での者
成績を自指します。

基礎練習、試合練習、トレ ニング｛こ耳元 ＇I組
み、都大会虫場をE指して活動します。
①練習を休まず意欲的に取ワ組める人②挨
拶や礼儀、 マナー を大明にして、ル ルを守
れる人③仲筒を思、 可 ＇ ＇！、チ ームのために協
カできる人

I 1 まじめに練習に参加し技術面 ー 生活面の
向上に努力する人D

2試合を目標にがんばれる人。
3. （土日 Jの練習にも参加できる人。

告F 費

年跨2000円
登録費 1450月
大会参加費等
別途必要

前期 3000 円
後鶏 5000丹

40CO 円

1 ·2年 4000円
3年 2000丹

1 ·2年5000 円
3年30D<1 円

器協会登録費を
含む。

3 年♀000 河
1 ·2年 5CD0 円
来サγカ ー 協会
登録費を含む。

1 ・ 2年 5000 円
3年 300コ円
個人戦自己負担

5000月

世田谷区立砧中学校

そ の イ也

ユニフォー ム、スパイク
（必要があればウインドブL ヵ
一〉等を購入。

趨人使用する野球道具、交通
費などについては畠己負担とし
ます。チ ー ムてが捕えるものについ

すa

水着 ー 靖子ゴーグルセイムダ

オノレなどが必要。

揺水着は部でまとめて鶏入はL

ません。

練習着 a シューズ ー 遠征時の交
造費は畠己負担です。チ ームT
シャツ、ト少ーナー は任意で購入
できます。土日は基本的にどち
bかのみの活動になりますが、
大会期院中は両E活動があり
ます。
倍人で使用す昌用具（ユニブォ
ームの下 ー 練習着ーパスケブト:K
ーノレシヱーズなど〕や試合の交
還費は自己童謡。
年度こつとに協会登録費がかが
ります。
練習は基礎的な技術から取り
組むので新たに始める人も歓
返します。

ユニフォーム（パンツストッキ
ング）代どゲ ムンャヅ ー ポョシャ
γ代、各季ウオ ー マ一代が�·l
途かかります。

土日 ・ 祝に試合あり
縁習着ユニフォー ムラケッ I·,

試合の交送費等は富己貴担

ラケットユニフォ ーム交送費
個人戦参加費は個人員話。
基本的に土日はどち句かのみ
の活動。来大会前を除〈



並木 基本的lニ 初心者大歓迎g 基本が勺指導します。中学生
尾宙 月火木全土 になづてから剣道を始めた人がItとんと

’

てすが

三年間で高校入試の頭書にも書ける段位打

l
資格や一一イトし

剣道 ます。剣道具は学校の防具を使用して、あま

り費用をかけずに行うこどもできます。日気軽

にご栢談下部、e 一 緒に青春しましょう。

宇野〈項〉 月木（土） 1練習に休まず参加し、意歌的に取り組む

中野（明） ことのできる人。

水イト線 2決まつや時買をきちんと守 ＇）、挨拶や
ノ〈ドミントン キL犠を身につけようとする人Q

3バドミントンを楽しみ、チ ームメイトピ協力して

より良い部活動づくワを目指せる人。

きまりやノレールを守白人楽しむときは楽しむ。メ＇）
ノ、リをもって楽しくノ〈ドミントンをじませんか。

中 月火木金 学校のきまりをしっ刀、り守 ＇J、音楽を楽Lみたい

辻（信〉 盟イベントの擦は、 と思う人、原則とLて3年爵続けてやろうとす

吹奏楽 土・自も浩重合すること る意欲のある者のみ募集します。コンクール

があります。 や学芸発表会、地域イベント等にも積極的

出基本、再登校の自 に関わって、、きたいと患います。3月に、一年

はお休みてvす。 閣のまとめとして定期演奏会を行います。

三浦〈悦〕 火金必ず 主に昌也制作、行事等で共同制作もあ＇）。

イラスト 中井 （締め切り官官l正月木 また、学校や地域の行事にもポスターやイラ

不定期有） ストのi在頼があるのて協力すること。

選2S（火金〉各1時間ほど活動できること。

宮林 火木金 学芸発表会や区演劇大岳、新入生歓迎

演劇 歳吾F 公演lこ向けての劇づくり。

演技を通しての表現活動。

茶円

山地 火 一 木 茶道〈流派(j_表手家〉を中心に活動

日本文化
太田 約月1 lfilの華道、時々吉人 一 言立、ども行い

北村 ます。

l組 久保 火木 盲人 一 言を覚えながら楽しみ、校内百人 一

宮人 一首 赤塚 宮大会に参加する。

l組 宮崎 火木 絵を措くことを楽しむs

イラスト 大島

地域連携クラブ
クラブ名 教職員 活動自 活動内容等

函碁 小山 水曜日（耳1 lfil) 1 地域の方々に函基将棋のん ー ノレなどを

将棋 尾田 事ええてもらいながら、楽しむ。

小山 4耳～10尾月 ー 木 星上最麗で活動をしています。責任をもって

農業 尾田 11月～3耳退1 lfil 育てるので、本やりなどを活動吉以外にも
随時行うことがあります巴植物が好きな人、
農業を体験したい人大歓迎！ ! 

※諸事情により、創部または廃部になる可能性があります。

1年間で＇5000Pl 三年毘て安jが遣える人に、一

（大会参加費ー医 結にスキルアップしませんか。中学

薬品費用にイ吏沼〕 校方、与武道を安全めてみたい人、剥

交遺費lヰ 道経験者て話うまり勝てずに憎んてー

各自貢担です。 いる人、〔蕗つには実は「蕗ち方J

学校の貸し防具 があI）主す〕主ず、体験入部に友達

の利用もできます と，，っしょに来てみて下色、とても

護かい先輩たちが歓迎してくれま

すよ。

1年5[CQ円 ラケット ー シユー ス’ユニフォー ム ー

2＜手40CD円 ウォマ 一 等は個人貫担です。

3年3000 Pl 欠席連絡は寄留ロイロノー ト｛こ

※協会堂韓費 送勺てくださ、、。無断欠席はLな

（ω∞円滑告む。 \ Eこど。

不足した場合は追 初心者の人も大歓迎てす。

加徴収させていただ 楽しく体を動かしましょう。

く場合があります。

年間12.COO円 出欠席は昌己申告なので、曹
各業喜呈＝·1c1二プ百 い亭との両立て・心配してL 喝人

議釘のレッスンが も安心して相談してくださ、、ー楽

あ＇J主す。2宙予定 言善が読めなくても大丈夫。楽器

が自由に使、、こなせると楽しい

ですよ。 一 緒に楽しみましょう。

その都度 遇2留で各告言十1時間ほど参

実費集金 加できる人、共同作品を制作

あるかも 1できる人。展示等の作品提出

識浪を守るニヘ

区大会参加費等 衣装や小道具立、 どは原真＇］とし

て持ち寄り。

抹茶菓子代とし茶道用に古の替えソヅデス

一一i高子串……用

4,000円、3年生はするものは各車で用意

2.500円 （学校を通じて購入も可〕

華道は随時徴収

な：L l総生徒対象

なし i組生徒対象

クラブ活動費 その他

なし 最部可能です。
いつでも遊びに来てくださ＼ 'o 

参加する活動に 兼都可能です。
よっては、実費を （両方の部活の展開に相談し

集めます。 てから、入部高を提出）

※活動日については、活動場所調整などの関係で変更する場合があります。

※活動場所については、職員宣言守のホワイトボー ドなどで確認してください。



1 ・学級の教育目標

「豊かな人間性の育成Jを基調として、 次の目標を設定する。

大自ら考え行動する力を育てる。

大健康な体と、 思いやりのある豊かな／も＼を育む。

大個に応じた基礎学力の向上を図る。

2 ・学級の沿革大要

昭和37年4月 1学級認可 平成17年～平成18年

昭和38年4月 2学級 平成19年

昭和39年～昭和43年 3学級 平成20年～平成22年

昭和44年～昭和58年 2学級 平成23年

昭和59年～平成7年 1学級 平成24年

平成8年～平成11年 2学級 平成31年～

平成12年～平成16年 3学級 令和 5年～

3.在籍生徒数

各学年 12名 全学年 36名

4学級

3学級

4学級

3学級

2学級

4学級

5学級

（令和 5年 1 1 月6日現在〉

4. 教科配当時間

国 数 社 理
ョ自コニ

美 （呆 技 �

占

K
『 英 総、 霊Eヨ童 生 道 戸てまふ4ー\ 

圭ロ玉ロ 声づふ�ら． ,C』

科 楽 術 体 ｛桁 庭 三ロ五ロ 4会、
写 j舌 fi百U

五
,, j舌Zご主 Cコ

3 3 2 2 3 2 2 4 



5・時間割

火曜
1校時 生活

（ 
3校時 社技会術

木曜
1校時 生活
2校時室長学
3校時 国語

校時 家庭
校時 書写

食生活単元学習・学活は学年別または全体で学習を行います。
交差史学 ・ 国語は習熟度に応じたグループ別学習を行います。。
支社会・技術・家庭・英語・書写・日本語は学年間で学習を行います。
女美術 ・ 音楽 ・ 理科はA～Cの3つに分けたグループ別学習を行います。
女体育・道徳科は基本的に全体授業になります。
＊総合は週によって教科が変わります。

金曜
1校時 生活

美術

5 
英語

校時 総4

6校時
ll>Cコ

体育

下校蕗聞は水曜日が2時45分、 月曜日・火曜日・木曜日・金曜日が3時45分

6・主な年間行事（令和5年度〉来年度は一部変更があるかも知れません

連合行事 6月29日（金〕連合球技大会
10月4日〔水〉～68〔金〉連合移動教室

合同行事 i 1月24日〈木〉合同マラソン大会

5月24日〔火〉 修学旅行（3年〉
～26日〈木〉

校内参加行事 6月i oa C士〉 運動会
1 0月28日（土〉 学芸発表会

4月14包〔金〉 校外学習1 C砧公醤〉
4月288 C金〉 写生会
5月1 28〔水〉 校外学習2〔春の遠足〉
7月 8日〔土〉 卒業生を囲む会

l紐単独行事 i 2月1 5日（金〉 校外学習3〔キャリア教育〉 【予定〕
2月 2日（金〉 小中交流会｛予定］
3月 8日〔金〉 校外学習4〔お別れ遠足〉 【予定］
3月 98 C土〉 お別れ会【予定］



入学式のご案内

下記の通り令和6年度の入学式を挙行いたします。

ご出席いただきますよう、 ご案内申し上げます。

1. 月 日 令和6年 4月 9 日（火）

2. 受付時間及び場所 8 : 5 0開始～9:20終了

来賓・職員玄関周辺（予 定）

3. 式 場 本校体育館 (3階）

4. 必ずお持ちいただくもの

・教育委員会発行の就学通知書

．筆記用具

・上履き、 履物を入れる袋

入学式の受付時間、 式の時間等は、 新型コロナウイルス感染症等の状況により変更が

予想されます。

時間等詳細につきましては、 砧中学校のホ ー ムページに令和6年3月3 0日以降、 随時、

情報提供してまいります。 また、 すぐ ー る「砧中学校 令和6年度新入生保護者連絡」に

てお知らせいたします。 砧中学校のホ ー ムベージ・すぐーるをご確認いただければ幸いです。

［注意 ・ 連絡事項1

1. 入学式当日、 受付場所手前（正門 ～来賓・職員玄関）で学級の名簿を配布致します。 所属学

級をご確認ください。

2. 保護者の皆様は、 お子様とともに学級別の受付を行ってください。

その際に、 世間谷区教育委員会発行の就学通知書をど提出ください。

3 受付後、 新入生は在校生の案内で1年生玄関から教室へ向かいます。 保護者の方は、 体育館

入り口で上履きに履き替え、 3階体育館へお進みください。

4. 不明の点がございましたら、 受付でお申し出ください。

5. 通学路を確認する上でも、 お子様とともに徒歩でご来校ください。 やむを得ない事情がある

場合、 保護者用駐輪場をご利用ください。

6. 入学式後、 保護者の皆様には体育館にて、 学校とP T Aからの諸連絡があります。

PT Aに入会される方につきましては、 後日P T A役員よりご連絡いたします。

7. 生徒は各教室において、 学級活動が行われます。

その後、 体育館にてクラスごとに生徒と保護者合同の記念撮影を行う予定です。


